令和　　年 　月　　日

定期報告書変更申出書（サンプル）
中国経済産業局長　殿

法人名：○○○○○○
エネルギー管理統括者：○○　○○　　 
エネルギーの使用の合理化等に関する法律に基づき提出した令和○○年度及び令和○○年度定期報告書について、以下のとおり報告します。

１．変更箇所
２．変更理由（過誤が原因の場合は再発防止策も）
　
３．影響箇所
　　特定第〇表、指定第〇表
※1　影響箇所には変更前と変更後との表（変更箇所を赤字にする等変更箇所がわかる
ようにしたもの）を添付願います。なお、変更をしていない表は不要です。
　また、別添資料として添付も可能です。
※2　留意事項
· 特定第2表を変更した場合、特定第3表、特定第4表、特定第12表等への影響がないか確認をお願いします。
· 指定第2表を変更した場合、指定第5表、指定第6表、指定第10表、特定表等への影響がないか確認をお願いします。
· 温室効果ガス算定排出量を変更した場合は、環境省ホームページで公表されているデータも原則、変更されます。
· エネルギーの使用量と密接な関係を持つ値を変更する場合は原則として5年間の平均原単位変化が確認できる期間の変更の準備をお願いします。
以　上
ケース1　密接な値（事業者全体で共通の場合）の見直し
ケース2　密接な値（事業者に複数ある中の一つ）の見直し

ケース３　原油換算ｋｌに影響する過誤があった場合
ケース４　原油換算ｋｌに影響する過誤があった場合（複数の事業がある場合）
ケース１　密接な値（事業者全体で共通の場合）の見直し
エネルギーの使用の合理化等に関する法律に基づく定期報告書のうち、原単位を求めるエネルギーの使用量と密接な関係を持つ値について見直しを行いました。

このため、令和□□年度提出定期報告書において過去４年間の原単位の値を変更し、特定第４表（指定第６表）について以下のとおり報告します。
１．変更箇所
エネルギーの使用量と密接な関係を持つ値
	
	名称
	単位
	年度
	年度
	年度
	年度
	□□年度

	変更前
	生産量
	ｔ
	28,287
	27,611
	25,780
	23,254
	22,568

	変更後
	牛乳換算生産量
	ｔ
	64,292
	66,898
	61,546
	60,441
	59,307


	製　　品
	エネルギー係数
	各製品製造に係るエネルギー量を過去の実績から算出し、牛乳製造に係るエネルギー量を基準に係数を定めた。
これを基に各製品の換算生産量を実生産量×エネルギー係数で求める。

	牛乳
	1.00
	

	加工乳
	1.10
	

	果汁類
	1.50
	

	発酵乳
	10.00
	


　　　
２．変更理由
牛乳、乳飲料、果汁、発酵乳等を生産していますが、多大なエネルギーを使用している発酵乳の生産が伸びて原単位の悪化を招いています。このため、生産量の多い牛乳の製造に係るエネルギー量を基準に「生産量」に製品毎の「エネルギー係数」乗じた「牛乳換算生産量」（ｔ）を密接な関係を持つ値としました。

３．影響箇所
特定第４表（指定第6表）
事業者の過去５年度間のエネルギーの使用に係わる原単位の変化状況
１　エネルギーの使用に係る原単位
《変更前》
	　　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度
	５年度間
平均原単位変化

	エネルギーの使用に係わる原単位
	0.05681
	0.05755
	0.05815
	0.06377
	－
	　　

	対前年度比(%)
	　　
	101.3
	101.0
	109.7
	－
	－


《変更後》
	　　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度
	５年度間
平均原単位変化

	エネルギーの使用に係わる原単位
	0.02500
	0.02375
	0.02436
	0.02454
	0.02411
	　　

	対前年度比(%)
	　　
	95.0
	102.5
	100.7
	98.4
	99.1


２　電気需要平準化評価原単位

《変更前》
	　　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度
	５年度間
平均原単位変化

	エネルギーの使用に係わる原単位
	
	0.06089
	0.06150
	0.06855
	
	　　

	対前年度比(%)
	　　
	
	101.0
	111.5
	
	


《変更後》
	　　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度
	５年度間
平均原単位変化

	エネルギーの使用に係わる原単位
	
	0.02518
	0.02576
	0.02638
	0.02538
	　　

	対前年度比(%)
	　　
	
	102.3
	102.5
	96.4
	


ケース２　密接な値（事業者に複数ある中の１つ）の見直し
エネルギーの使用の合理化等に関する法律に基づく定期報告書のうち、原単位を求めるエネルギーの使用量と密接な関係を持つ値のうち、配達飲食サービス事業のエネルギーの値について見直しを行いました。

このため、令和□□年度提出定期報告書において過去４年間の原単位の値を変更し、特定第４表（及び指定第６表）について以下のとおり報告します。

１．見直し箇所
変更するエネルギー使用量と密接な関係を持つ値

事業名：配達飲食サービス業（細分類番号：7721）
	
	密接な値の名称
	単位
	年度
	年度
	年度
	年度
	□□年度

	変更前
	給食実施日数
	日
	1561
	1563
	1566
	1592
	995

	変更後
	給食食数
	千食
	1956
	1945
	1896
	1909
	2432


２．変更理由
給食センターの統合により「給食実施日数」（全調理場の実施日数の合計値）が減少し
相関が取れなくなったため
３．影響箇所
特定第3表

１　配達飲食サービス業のエネルギー使用に係る原単位等

《変更前》　（記号は特定第3表と同様、以下同様）
	　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度

	C　原油換算ｋｌ
	471kl
	451kl
	434kl
	441kl
	

	D　Cの構成割合　％
	18.7%
	18.8%
	16.6%
	16.9%
	

	E　密接な関係を持つ値
	1,561
	1,563
	1,566
	1,592
	

	F　原単位
	0.3017
	0.2885
	0.2771
	0.2770
	

	H　対前年度比％
	－
	95.6%
	96.0%
	100.0%
	

	I　寄与度     ％
	－
	18.0%
	15.9%
	16.9%
	


《変更後》
	　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度

	C　原油換算ｋｌ
	471kl
	451kl
	434kl
	441kl
	573kl

	D　Cの構成割合　％
	18.7%
	18.8%
	16.6%
	16.9%
	21.9%

	E　密接な関係を持つ値
	1,956
	1,945
	1,896
	1,909
	2,432


	F　原単位
	0.2408
	0.2319
	0.2289
	0.231
	0.2356

	H　対前年度比　％
	　
	96.3%
	98.7%
	100.9%
	102.0%

	I　寄与度
	　
	18.1%
	16.4%
	17.1%
	22.4%


２　□□事業の電気需要平準化評価原単位等　
《変更前》
	　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度

	C’原油換算ｋｌ
	　
	481kl
	463kl
	471kl
	

	D’Cの構成割合　％
	　
	17.0%
	16.6%
	16.3%
	

	E　密接な関係を持つ値
	　
	1,563
	1,566
	1,592
	

	F’原単位
	　
	0.3077
	0.2957
	0.2959
	

	H’対前年度比　％
	　
	　
	96.1%
	100.0%
	

	I’寄与度   　％
	　
	　
	15.9%
	16.3%
	


《変更後》
	　
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和□□年度

	C’原油換算ｋｌ
	　
	481kl
	463kl
	471kl
	621kl

	D’Cの構成割合　％
	　
	17.0%
	16.60%
	16.30%
	21.30%

	E　密接な関係を持つ値
	　
	　1,945
	1,896
	1,909
	2,432

	F’原単位
	　
	0.2473
	0.2442
	0.2467
	0.2553

	H’対前年度比　％
	　
	　
	　98.7%
	101.00%
	103.50%

	I’寄与度   　％
	　
	　
	　16.4%
	16.50%
	22.00%


特定第4表

１エネルギーの使用に係る原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	年度
	年度
	令和□□年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	99.2
	103.1
	97.8
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	年度
	年度
	令和□□年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	99.3
	103.6
	98.0
	99.5
	100.1


２電気需要平準化評価原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	年度
	年度
	令和□□年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	
	103.2
	97.6
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	年度
	年度
	令和□□年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	
	103.7
	97.8
	99.6
	


ケース３　原油換算ｋｌに影響する過誤があった場合
エネルギーの使用の合理化等に関する法律に基づく定期報告書のうち、令和△△年度及び令和□□年度のデータに集計ミスがあったため、令和〇〇年度提出報告書において以下のとおり修正を行います。

１．修正箇所
特定表第2表(指定第2表)
	修正項目
	令和△△年度
	令和□□年度

	灯油　　　kl
	20→52
	20→53

	原油換算　kl
	16,643→16,673
	16,634→16,665


２．変更理由及び再発防止策
３．影響箇所
特定第4表（指定第6表）
１．エネルギーの使用に係る原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	△△年度
	□□年度
	○○年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	0.4246
	0.3964
	0.3619
	0.3713
	
	

	
	対前年度比％
	
	93.4
	91.3
	102.6
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	△△年度
	□□年度
	○○年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	0.4246
	0.3964
	0.3626
	0.3720
	0.3834
	

	
	対前年度比％
	
	93.4
	91.5
	102.6
	103.1
	97.5


２電気需要平準化評価原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	△△年度
	□□年度
	○○年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	0.4369
	0.3982
	0.4092
	
	

	
	対前年度比％
	
	
	91.5
	102.8
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	△△年度
	□□年度
	○○年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	0.4369
	0.3990
	0.4100
	0.4226
	

	
	対前年度比％
	
	
	91.3
	102.8
	103.1
	


特定第１２表（指定第10表）
１エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量

	　
	令和△△年度
	令和□□年度

	特定事業者全体　t-CO2
	42,282→42,364
	42,259→42,344

	１
	△△業　　ｔ－CO2
	42,282→42,364
	42,259→42,344


３事業者の調整後温室効果ガス排出量

	　
	令和△△年度
	令和□□年度

	調整後温室効果ガス排出量　t-CO2
	42,326→42,408
	42,303→42,388


ケース４　原油換算ｋｌに影響する過誤があった場合（複数の事業がある場合）

エネルギーの使用の合理化等に関する法律に基づく定期報告書のうち、令和△△年度定期報告書の製鉄・圧延業においてＡ重油の集計にミスがあったため修正を行います。

１．修正箇所
特定第2表及び指定第2表　令和△△年度
	修正項目
	特定第2表
	☆☆工場
指定第2表

	A重油　数量ｋｌ
	500.0→430.4
	300.0→230.4

	特定第2表　原油換算ｋｌ
	4,453→4,383
	1,571→1,501


２．変更理由及び再発防止策
３．影響箇所
特定第3表　令和△△年度
1製鉄・圧延業　　（記号は特定第3表と同様、以下同様）
	
	1.エネルギー使用に係る原単位
	2.電気需要平準化評価原単位

	　
	変更前
	変更後
	変更前
	変更後

	C　原油換算ｋｌ
	　1,571
	1,501
	1,620
	1,550

	D　Cの構成割合　％
	　35.3
	34.2
	35.3
	34.3

	E　密接な関係を持つ値
	22,990

	F　原単位
	　0.06860
	0.06554
	0.07047
	0.06742

	G　前年度原単位
	0.06765
	0.06957

	H　対前年度比　％
	101.4　
	96.9
	101.3
	96.9

	I　寄与度   　％
	　35.8
	33.1
	35.8
	33.2


特定第4表
１エネルギーの使用に係る原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	98.5
	99.8
	100.5
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	98.5
	99.8
	98.9
	97.3
	99.0


２電気需要平準化評価原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	
	99.6
	100.7
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	
	
	
	
	

	
	対前年度比％
	
	
	99.6
	99.1
	98.5
	


特定第１２表
１エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量

	　
	令和△△年度　

	特定事業者全体　t-CO2
	11,313→11,124

	
	△△業　　ｔ－CO2
	3,991→3,802


　　※注：全体の排出量だけではなく、変更となった事業の排出量も記載のこと。
３調整後温室効果ガス排出量

	　
	令和△△年度

	調整後温室効果ガス排出量　t-CO2
	11,325→11,136


☆☆工場指定第６表
１エネルギーの使用に係る原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	0.06922
	0.06800
	0.06739
	0.06833
	
	

	
	対前年度比％
	
	98.2
	99.1
	101.4
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	エネルギーに使用に係る原単位
	0.06922
	0.06800
	0.06739
	0.06529
	0.06812
	

	
	対前年度比％
	
	98.2
	99.1
	96.9
	104.3
	99.6


２電気需要平準化評価原単位

《変更前》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	0.07027
	0.06957
	0.07046
	
	

	
	対前年度比％
	
	
	99.0
	101.3
	
	


《変更後》
	
	年度
	年度
	年度
	△△年度
	○○年度
	5年度間

	電気需要平準化評価原単位
	
	0.07027
	0.06957
	0.06741
	0.07044
	

	
	対前年度比％
	
	
	99.0
	96.9
	104.5
	


☆☆工場指定第１０表
１エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素の温室効果ガス算定排出量

	　
	令和△△年度
	備考

	　エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素　　　　　　　t-CO2
	3,991→3,802
	


以　上
